










                         坂井義人 





















 ・イギリスよりカルヴァー46 センチ望遠鏡を輸入昭和 2 年・1927 年 
・京大・花山天文台開台、昭和 4 年・1929 年望遠鏡設置 
・滋賀県上田上村の実家に田上天文台開台望遠鏡移設、昭和 15 年・1940 年 
・沼津市香貫山アナナイ中央天文台貸与移設、昭和 32 年・1957 年 
・教団との意見相違により山本先生一時帰郷、昭和 34 年 1 月・1958 年逝去 
 
       






















                  






 これらの写真の撮影時期は、実は冨田氏より提供いただいた時は、昭和 34 年秋以降、
もしくは翌年の適宜な時期程度の類推しか可能ではなかったものが、本年盛夏の第三回
天文台アーカイブ集会の折、閲覧を許された数多くの写真遺品類の検証から、昭和 34





写真左  一時帰郷の 46 センチ鏡 
              (昭和 34 年 12 月 13 日) 
 
写真下 カルヴァー代替屈折鏡 
               (昭和 34 年 12 月 13 日) 
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子氏のお姿と山本先生のご遺影、また、その場に姿を現している口径 46 センチ鏡の姿 
として継承をされていく事となる。 






 少なくともご逝去後は、昭和 34 年 7 月 1 日づけの写真の物語るように、一年弱はア
ナナイ中央天文台に設置されつづけ、同年 12 月には、同機は山本天文台に戻された。 
遺影の前の返還された光学系一式と英子未亡人のお姿は、前述したように 12 月 13 日
と確認され、その帰還の証拠写真としてカルヴァー46 センチ来歴に記述された。 












・山本先生逝去の年の昭和 34 年 7 月までは、アナナイ中央天文台設置を確認 
・昭和 34 年 7 月以降 12 月初旬程度までは、アナナイ中央天文台に継続設置の可能
性 (山本天文台への返還日時は不明ながら、昭和 34 年初冬あたりとの証言) 




・昭和 37 年初春のころ富田学園に納入設置作業、同年 5 月 14 日特別校舎建設落慶 
  @ 以上を経て、平成 4 年 9 月 7 日(1992 年)、嘗ての約定により、学園にとり不要
となった同望遠鏡を亡父・坂井義雄にて引き取り実施。その後は、再生を意図す
るも時期に至らず、約 20 年間を経て保管のみを続けた。 
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    左より山本博士 渡辺敏夫博士       花山天文台保管のカルヴァー 
ご令室・英子様 坂井義雄         46 センチ望遠鏡筒         
   (昭和 32 年 9 月 21 日・推定)        (平成 11 年 6 月 13 日) 
                                                                
                            2012 年 9 月 20 日 
11
